
 

 

令和４年度事業報告 
  

全国の犯罪発生件数（刑法犯認知件数）は、平成１５年以降、昨年まで一貫して減少

傾向を示していたが、令和４年中は対前年比３万３，２２７件（５．８％）増の６０万

１，３３１件となり、２０年ぶりに増加した。コロナ禍の行動制限が緩和された影響も

あるとみられるが、警察庁調査のアンケートで「治安が悪くなった」と回答した人は同

ポイント増の６７．１％に上り、「体感治安」も悪化している。 
特殊詐欺については、前年比で約２割増え、１万７，５２０件となり、被害額も８

年ぶりに増え､前年より約７９億円多い約３６１億円に達した。 

また、子どもや女性が被害者となる犯罪や国民に不安を与える凶悪事件が後を絶た

ず、犯罪情勢は予断を許さない状況にある。 

一方、島根県の犯罪発生件数は、平成１６年から概ね減少傾向を示し、令和４年中は

対前年比１５件（０．８％）減の１，８３４件と戦後最少を更新した上、検挙率も

７１．０％（前年比－２．８％）と高水準を維持したが、殺人・強盗・強制性交等凶悪

事件の発生があったほか、子どもや女性に対する声かけ・つきまとい事案は、昨年は前

年に比較し約３割（２９．６％）減少するも、依然年間１００件以上の発生で推移して

いる。 
特殊詐欺被害においては、件数が対前年比１７件（２３．３％）減の５６件、金額が

対前年比約６２９万円（８．０％）減の約７，２７２万円と件数、金額ともに減少した

が、高齢者をターゲットにした還付金詐欺・預貯金詐欺（キャッシュカード詐欺盗）や

年齢を問わず被害に遭う架空料金請求詐欺が発生するなど、県民が真に安全で安心し

て暮らせることを実感できる体感治安を向上させるためには、まだまだ取り組むべき

課題が残されている。 

 当会では、令和４年度事業計画及び県内における犯罪発生状況などその時宜に応じ、

警察本部、各地区防犯協力会等と連携を図りながら「街頭防犯カメラの拡充整備」、

「通学路における子どもの見守り活動」、「高齢者をはじめとした特殊詐欺被害防止の

ための啓発活動」などの事業を重点的に推進したほか、県民の自主防犯意識の高揚や

地域・職域における自主的な安全・安心諸活動の継続に資する各事業を推進し、安全で

安心なまちづくりに寄与した。 

実 施 項 目 実  施  事  項  及  び  内  容 

１ 地域安全意識 

 の高揚と地域 

 安全活動の広報 

 啓発 

 

（１）機関紙「防犯しまね」の発行 

      振り込め詐欺被害防止対策、子どもの安全確保対策、 

少年の非行防止と健全育成、県内各地域の活動状況、防犯

に関する意見・提言、犯罪統計等各種の情報を盛り込んだ

機関紙「防犯しまね」を発行し、県内全世帯に回覧、配付



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する等して防犯意識の高揚・啓発に努めた。 

・第１３５号   令和４年７月夏号    ２９，０００部 

・第１３６号   令和５年１月新春号   ２９，０００部 

                                     計  ５８，０００部 

（２）県防連ホームページを活用しての広報啓発 

ホームページを適時更新し、防犯連合会の事業、地域ボランティ

アの活動紹介のほか犯罪情勢や各種犯罪への注意喚起など情報

発信及びボランティア活動に活用できる資料の掲載などにより

啓発に努めた。（ＱＲコードの活用によるＨＰ閲覧） 

（３）ラジオスポット放送による啓発 

高齢者が特殊詐欺で多額の被害を被っている現状を踏まえ、

その被害を防止するため、歳末特別警戒期間中の１２月、ＢＳＳ

山陰放送「音楽の風車」などの番組において注意を呼びかけた。 

・「特殊詐欺に注意」（２０秒スポット） ９本放送 

（４）ポスター等の作成･調達と掲出 

「犯罪のない安全で安心なまちづくり旬間」（１０月）をはじ

めとした防犯運動や各種の犯罪被害防止を呼びかける全国統一

ポスター、チラシ等を調達し、各地区防犯協会、警察署を通じて

県内各地に掲出して地域安全等の意識高揚に努めた。 

○まちづくり旬間（全国地域安全運動） 

・全国統一ポスター（Ｂ３）        １５０枚 

・リーフレット               ３５０枚 

    ○図書カード                 ５２５枚 

        「みんなでつくろう日本一安全で安心な島根」 

（５）防犯ポスター・標語の募集 

全国地域安全運動（１０月）に向け、（公財）全国防犯協会連

合会、警察庁等が募集する「防犯統一ポスター」と「統一標語」

について、各地区防犯協会、警察署などを通じて募集を行った。 

２ 防犯団体の育成

 及び防犯ボランテ

 ィア活動に対する

 協力援助 

 

 

 

 

 

 

（１）令和４年度「犯罪のない安全で安心なまちづくり大会・地域

ボランティア交流会」 

令和４年度「島根県犯罪のない安全で安心なまちづくり旬間」の

実施に併せ、島根県・島根県警察本部・島根県教育委員会の主催

により開催予定であった標記の大会は、新型コロナウィルス

の感染拡大に伴い中止となったが、令和４年１０月１５日、

警察本部において、表彰の伝達を行った。 

○島根県知事による 

     犯罪のない安全で安心なまちづくり啓発ポスター入賞者表彰 

○当会顧問（島根県警察本部長）による 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国防犯功労者、防犯栄誉金章・同銀章・功労ボランティア団体・ 

防犯功労団体表彰の伝達 

（２）「大規模災害発生時における防犯活動緊急支援助成事業」に団体

登録更新 

     （公財）日工組社会安全研究財団が行う「大規模災害発生時に

おける防犯活動緊急支援助成事業」に団体登録の更新を行った。 

※ 大規模災害発生時に防犯活動に必要な資機材の購入等に１００

万円を上限とする助成がされるもの 

（３）「防犯手帳」の配付 

「防犯手帳」は、各種防犯活動のノウハウが多く登載され、防犯

活動必携手帳として多くのボランティアに重宝されていること

から、各地区防犯協会や職域防犯団体へ無償配付（９５部）した他

希望者への斡旋を行った。 

（４）防犯パトロール用「青色回転灯」の貸出し 

青色回転灯装着車によるパトロール団体は、令和５年３月末現在

で、１６５団体２，１７０台が活発な活動が展開し、「青色回転

灯」の貸出し需要も多くなっている。 

令和４年度も「黄色い手帳運動」から新たに２０台の寄贈を

受けたほか、各署の要求に応じて更に８０台購入し貸し出した。 

（５）地域安全推進員連絡協議会総会・研修会への参加、支援 

（書面表決） 

（６）職域防犯団体等諸会議への参画 

       本報告書記載の会議のほか、 

・「島根県特殊詐欺撲滅対策推進本部連絡会議」 

（11／8 縮小開催につき不参加） 

・「島根県犯罪のない安全で安心なまちづくり推進協議会」 

（書面表決） 

・「青少年育成島根県民会議」       （5/13書面表決） 

等の諸会合は、いずれも新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、

書面決議等により会同による開催は実施されなかった。 

また、全国防犯協会連合会専務理事会議に出席して情報交換を

行い、他県の効果的な事業等について本県事業に反映されるよう

努めた。 

（７）その他各種月間等に対する支援 

全国地域安全運動（旬間）をはじめ、青少年の非行・被害防止

全国強調月間、薬物乱用防止強化期間、歳末警戒、特殊詐欺被害

撲滅月間など季節ごとに展開される各種地域安全活動に際しポス

ター、リーフレット、チラシ、防犯読本等を関係団体等へ配付



 

 

 

 

 

 

 

するなどして支援した。 

（８）「次世代学生防犯ボランティアリーダー研修会」への派遣  

令和４年１１月１４～１５日、東京で開催された「次世代学生

防犯ボランティアリーダー研修会」に島根県立大学の学生など４

名を派遣した。 

（９）ボランティア活動用資材の配付 

   ・「ネックゲイター」の配付          （７５枚） 

３ 防犯設備・防犯

資器材の斡旋及び

紹介 

 

 

「街頭防犯カメラ」ほか各種防犯器材の斡旋配布 

街頭防犯カメラは、犯罪に対する大きな抑止力となるものであり、

この普及に努めたほか、ＪＡ共済連から今年度も８０台の寄贈を

受け、県内各地に設置された。 

（ＪＡ共済連からは平成２８年度から寄贈を受け、これまで通算

６８０台となった。） 

また、本年度は、これまで寄贈を受けた防犯カメラについて、 

平成２９年度寄贈分 ２３カ所２６台（７月実施）  

の保守点検を実施した。  

４ 各種犯罪の抑止

と検挙活動に対

する協力支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県民に不安を与える各種犯罪被害の抑止対策 

県内では、子どもに対する声かけやつきまとい事案も増加

傾向にあるなど、県民が安全・安心を肌で感じる体感治安は

未だ良好とは言えない状況にある。 
 また、全国的に子どもが被害となる凶悪事件が発生したこと

を受けて、平成３０年６月、関係閣僚会議において決定された

「登下校防犯プラン」に基づき、学校、警察、地域ボランティア

等と連携して通学路等における防犯対策を鋭意推進している

ところである。 
このような情勢等を踏まえ、通学路の安全対策など子どもや

女性の犯罪被害防止、悪質巧妙化する特殊詐欺による高齢者の

被害防止に重点を指向した事業を展開したほか、地域安全意識

等に係る啓発活動の充実、地域ボランティアの活動の支援による

地域や職域における自主的な安全安心諸活動の促進、青少年の健全

育成活動にかかる事業を推進し、安全で安心な地域社会づくりに

寄与した。 
（１）子どもと女性の犯罪被害防止 

ア「街頭防犯カメラ」の普及・促進 

街頭防犯カメラの設置は、犯罪抑止、通学路における子ども

や女性の安全確保に極めて有用であり、警察本部も平成２３

年からこれの普及を進められているところである。当会も

これに協力し「街頭防犯カメラ」の普及による犯罪の抑止に

努めた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 冊子の配布 

・「インターネットに起因する犯罪等から子どもを守る冊子」 

の配布                 (２，７５０部) 

（２）特殊詐欺被害防止 

 高齢者を対象とした架空請求等を装った新しい手口の特殊詐欺

等の実態を広く広報し、被害を未然に防止するため詐欺被害防止

ハンドブックや、富国生命から寄贈を受けた「特殊詐欺被害防止

グッズ（チラシ・ポケットティッシュ）」などを高齢者教室等で

活用したほか、イベント、街頭啓発等で配付するなど効果的に

活用して啓発に努めた。 

 また、今年度も「特殊詐欺被害防止コールセンター」事業に

取り組んだ。 

 ・委託期間～令和4年10月1日から令和5年3月31日(６ヶ月間) 

 ・業務内容～架電による特殊詐欺に対する注意喚起 

 ・架電完了～目標７，０００件 

（３）薬物犯罪抑止活動への協力 

ア 薬物乱用防止の啓発 
薬物乱用防止ハンドブックの活用等により、覚せい剤、ＭＤ

ＭＡ（合成麻薬）、大麻、シンナー等、薬物の乱用実態とその

有害性を訴え、薬物乱用を拒絶する社会環境づくりを進めた。 

  イ 冊子の配布 

    ・「大麻乱用防止広報用冊子」の配布   （４，５００部） 

（４）「暴力追放運動」や「けん銃等違法銃器根絶運動」への協力 

ア 風俗営業管理者に対する指導、講話 

島根県暴力追放県民センターから資料を入手し、「風俗営業

管理者講習」(後掲)の場を活用し、その配付や講話を行い、

暴力追放や銃器の根絶機運の醸成に努めた。 

イ 暴力追放・銃器根絶島根県民大会への参加 

令和４年１１月１８日（金） 島根県民会館中ホール 

５ 少年を守る 

活動及び少年の

非行防止と健全

育成活動に対す

る協力支援 

（１）中学生を対象とした防犯作文コンクールの実施 

少年の非行防止と健全育成を目的に、県下の中学生を対象に

防犯作文の募集を行い、１１校から２６編の応募を得、審査の

結果３編が優秀として中国防犯連合会連絡協議会会長表彰を

受賞、５編について会長と警察本部長連名の表彰を行い、応募

者全員に参加賞を贈呈した。 

中国防犯連合会連絡協議会優秀賞 

   松江市立第一中学校  武藤 史華 さん 

   浜田市立第一中学校  濱角みひろ さん 

   安来市立伯太中学校  福田 愛真 さん 



 

（２）少年ボランティア団体に対する協力支援 

 少年の非行防止、健全育成並びに少年の社会参加活動等に取り

組んでいるボランティア団体の会合や研修会の開催について支援

を行ったほか、これに出席して指導、情報交換等を行った。 

  ア 少年補導委員連絡協議会総会・研修会 

   〇日時、場所 

    令和４年６月２８日（火） 警察本部大会議室 

   〇出席者 

    ・島根県警察本部生活安全部長ほか 

    ・県内各地域の少年補導員代表者など     計１８名 

  イ 少年指導委員連絡協議会総会・研修会 

   〇日時、場所 

    令和４年６月１７日（金）（ｗｅｂ会議） 

    ・警察本部大会議室 

    ・各警察署（雲南、江津、浜田、益田） 

   〇出席者 

    ・島根県警察本部生活安全部長ほか 

    ・県内各地域の少年指導員          計３７名 

６ 長寿社会対策 

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

（１）高齢者を対象とする特殊詐欺の被害防止(前掲) 

高齢者をターゲットにした還付金詐欺等に加え、架空請求

など新手の特殊詐欺により多額の被害が出ていることから、

当会広報紙及びホームページ等で詐欺の手口について注意を

喚起したほか、ポスター･チラシ･被害防止ブックなど時宜に

応じて作成し、高齢者の集いや自治会等の場で活用して被害

防止を啓発した。 

（２）特殊詐欺撲滅対策官民連携会議における取組 

    （縮小開催につき不参加） 

７ 防犯功労者等 

の表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）防犯功労団体及び功労者の表彰  

ア 防犯連合会会長・警察本部長連名表彰 

永年にわたり、地域安全活動、少年の非行防止と健全

育成活動等に功労のあった団体及び個人に対し、定時総会席上

において表彰状を授与した。 

     防犯功労団体 乃木地区地域安全推進員会（松江市） 

ほか７団体 

     防犯功労者  樋野 幸一 氏（松江市） ほか１１名 

  イ 警察庁長官・（公財）全国防犯協会連合会長連名等表彰 

    ９月２９日（木）東京明治記念館で開催された令和４年全国

地域安全運動中央大会において受賞(いずれも自県で10/15伝達) 

防犯栄誉金章  山田 培雄 氏（安来市） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防犯栄誉銀章  喜連川重之 氏（浜田市） 

防犯栄誉銀章  坂本 幸雄 氏（隠岐の島町） 

防犯栄誉銅賞  高野 豊  氏（雲南市） ほか５名 

防犯功労団体  津田地区地域安全推進員会（松江市） 

功労ボランティア団体 

        益田東地区地域安全推進員会（益田市） 

    ウ 中国管区警察局長・中国防犯連合会連絡協議会長連名表彰 

防犯功労により次の方々が表彰された。 

防犯功労者   佐藤 良  氏（雲南市） ほか５名 

防犯功労団体  駅前交番地区地域安全推進員会 

（益田市） 

（２）中学生防犯作文入賞者の表彰(前掲) 

中学生防犯作文コンクールの優秀者の５名を防犯連合会長・

警察本部長連名で表彰した。 

８ 風俗環境浄化 

活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）風俗営業管理者講習の実施  

島根県公安委員会から風俗営業管理者講習業務を受託し

同管理者に対して計１６会場において講習を実施した。 

実施状況は別記「風俗営業管理者講習実施状況表」のとおりで

あり、講習に当たっては、テキスト及び風俗環境浄化活動リーフ

レット等を調達し配布した。 

（２）少年指導委員への協力助成（前掲） 

風俗営業店や性風俗関連特殊営業店等に立入権限を有する少年

指導委員に参加し、情報交換等を行った。 

（３）ぱちんこ遊技機に対する立入検査の実施     
ぱちんこ店における不正行為の防止、健全化を図り、多くの客

が安心して楽しめる環境を維持するため、島根県遊技業協同組合

と協力し、ぱちんこ遊技機の立入検査を実施(年間)した。 

９ 収益事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）防犯資器材等の販売、斡旋 

子どもの安全対策、各種犯罪予防、ボランティア諸活動、地域

安全運動等に資するための防犯カレンダー、防犯タスキ（腕章）

懸垂幕、防犯読本、防犯ブザー、防犯標識ボール、古物標識、

古物従業員証等の販売・斡旋事業を行った。 

また、例年作成しているオリジナル図書カードは、「３年ぶり

に開催された「令和４年度定時総会」」と題した定時総会の写真

を背景に 

   「みんなでつくろう日本一安全であんしんな島根」 

をキャッチコピーとした図案により、安全で安心な地域づくりを

呼びかけた。 



 

 

 

 

 

（２）遊技機立入検査事業の実施（前掲）     

平成２６年４月１日、島根県遊技業協同組合と立入検査事業委

託契約を締結し、県内のぱちんこ店 

年間１５日 ６０店舗 （１,１１５台） 

に対する立入検査を実施、契約を適正に履行した。 

１０ 公益法人と 

  しての適正な 

  組織運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）理事会・総会の開催 

○令和４年度第１回理事会  
令和４年４月２２日承認決議（書面表決） 

・令和３年度事業報告及び計算書類並びに監査報告 

・令和４年度定時総会の招集 等 

○令和４年度定時総会 

令和４年５月２４日承認決議 

・令和３年度事業報告及び決算報告 

・令和４年度事業計画及び予算 

・役員の選任       等  

○令和４年度第２回理事会 

    令和４年５月２４日承認決議 

・役員の改選・選任 等 

○令和４年度第３回理事会 

令和５年２月１７日承認決議（ｗｅｂ会議） 

・令和５年度事業計画及び予算(案)  等 

（２）財政基盤の確立 

賛助会員の新規募集について、機関紙「防犯しまね」紙上で呼び

かけたほか、事業所を訪問しての募集活動を行った。 

また、一般寄付についても機会あるごとに呼びかけを行った。

なお、個人・法人の賛助会費、寄付金については税制上の優遇

措置が受けられる旨を会員に通知するとともにホームページ等を

活用して広く県民に広報した。 

    【特別寄付】 

 ・島根県系統農協・警察防犯対策協議会 

 

※ 賛助会員～入会１、退会１ ＊３月末現在～２３７会員 

   

 
 
 
 
 
 



 

 
 
別記             風俗営業管理者講習実施状況表（令和４年度） 
 

 
 
  接待飲食等営業       ７３ 名  
遊 技 場 営 業       ３５ 名    
   合 計 （１６回）１０８ 名   

実 施 日 講習会場 
受 講 者 

（営業種別） 
実 施 日 講習会場 

受 講 者 

（営業種別） 

６月 ７日 

 

安来市 

安来警察署 

６名 

（接待飲食） 

９月１５日 浜田市 

浜田警察署 

   ５名  

（遊技場） 

６月１３日 

 

西ノ島町 

浦郷警察署 

１名  

（遊技場） 

９月１６日 浜田市 

浜田警察署 

８名  

（接待飲食） 

６月１４日 

 

隠岐の島町 

隠岐の島警察署 

２名  

（接待飲食） 

２名  

（遊技場） 

１０月 ３日 

 

松江市 

免許センター 

１３名  

（接待飲食） 

６月１７日 

 

雲南市 

雲南警察署 

８名  

（接待飲食） 

１０月１４日 

 

大田市 

大田警察署 

５名  

（接待飲食） 

６月２０日 

 

松江市 

免許センター 

１０名 

（接待飲食） 

１０月２１日 松江市 

免許センター 

 ５名  

（遊技場） 

８月２５日 

 

益田市 

益田警察署 

７名  

（遊技場） 

１０月２８日 

 

松江市 

免許センター 

    ５名  

（遊技場） 

８月２６日 

 

益田市 

益田警察署 

７名   

（接待飲食） 

１１月１０日 

 

出雲市 

出雲警察署 

    ８名  

 （遊技場） 

９月 ６日 

 

出雲市 

出雲警察署 

１４名   

（接待飲食） 

１１月１７日 

 

出雲市 

出雲警察署 

   ２名  

（遊技場） 


